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1　梶本 千晴　（FCラルクヴェール千   9　石川 柊翔　(Wingsu-12TOP）

2　江橋 優斗　（柏レイソルA.A.TOR'8 10　加瀬 広河　（市川ＦＣレーベ）

3　岩佐 慧輔　（SP-フッチＳＣ） 11　中村  匠　  （市川ＦＣレーベ）　

4　戸枝 星那　（パサニオール誉田Ｆ 12　服部 光希　（市川ＦＣレーベ）

5　佐藤 勇悟　（ＣＩイレブン） 13　太田 隼剛　（柏レイソルU-12）

6　脇之園拓海　（ＣＩイレブン） 14　田村心太郎　（柏レイソルU-12）

7　伊藤進之将　（WingsU-12TOP） 15　須甲 優理　（柏レイソルU-12）
8　湯田 大賀　(Wingsu-12TOP） 16　別府　慧　  （柏レイソルU-12）



日　時 ２０１７年 １１月　３日（木曜日）

試合会場 日立柏サッカー場

気象状況  天　候；晴れ  気　温；２７℃  湿　度； #### 風　力；微風 ﾋﾟｯﾁ状況 天然芝

キックオフ

前　半

後　半

（ＰＫ）

戦　評

13時00分

対戦チーム 柏レイソル　Ｕ－１２

　決勝戦は、準決勝を快勝し2年ぶりの全国大会を目指す柏レイソルＵ－１２（以下、レイソル。）と準決勝
を逆転勝ちし２５年ぶり４回目の全国大会を目指す市川ＦＣレーベ（以下、市川ＦＣ。）の対戦となった。

市川ＦＣ　レーベ

試合結果

3 1
0 1

3 0

　レイソルも１４分に左サイドから⑩青木君がミドルシュートを撃つが得点とはならない。
　前半は市川ＦＣ30番中村君の体を張った粘り強い守備でレイソルの攻撃を防ぎ、０－１で市川ＦＣリード
で終えた。

　後半に入り、レイソルはシステム変更を行い３－２－２、市川ＦＣは前半同様の３－３－１で開始された。

直撃し得点とはならない。対する市川ＦＣは堅守からの速攻を仕掛け、１３分にゴール前でのレイソルＤＦの

　システム変更により攻撃が活性化したレイソルは、22分右サイドから攻撃を仕掛け⑩青木君がシュートを

　前半はレイソル、市川ＦＣ共に３－３－１のシステムでゲームが開始された。
　前半開始早々、レイソルが左サイドから攻撃を仕掛け、⑨須甲君がヘディングシュートを撃つが、ポストを

連携ミスから、⑲元持君がパスミスを拾い待望の先取点をあげる。（０－１）

　最後まで闘う姿勢を貫いた両チームの健闘を称え、今後の活躍に期待すると共に、レイソルの全国制覇を
期待したい。

社団法人　千葉県サッカー協会第４種委員会　技術部委員／　　　　　中山　善将　　　記　　　

　レイソルが自慢の攻撃力を生かし、相手を揺さぶる動きで優位に立ち、縦に早い攻撃で千葉県の頂点を掴み、

撃ち、ゴールポストに当たるが跳ね返りを冷静に押し込み、同点に追いつく（１－１）
　その後も攻撃の手を緩めないレイソルは24分に③太田君がこぼれ球をゴール右隅に流し込んで勝ち越し点
を奪う。（２－１）

　市川ＦＣは試合序盤に掴んだ主導権をとり返せなかったが、体を張った粘り強い守備は素晴らしかった。
２年ぶりの全国大会への出場を決めた。

撃ち、ボールは市川ＦＣゴールキーパーの頭上を越え、ゴールに吸い込まれ、レイソルが追加点をあげ、試合
を有利な展開へ持ち込む（３－１）
　劣勢の市川ＦＣは３３分に左サイドから④加瀬君がシュート、３５分にも２３番野口君がパスミスをカット
しシュート、シュートを果敢に放ったが、枠を捉えることができない。
　ここでタイムアップのホイッスルが吹かれる。（３－１）

　この試合のボール保持率は、レイソル約６０％、市川ＦＣ約４０％のであった。

　一方の市川ＦＣは、28分に④番加瀬君が左サイドからミドルシュートを撃つがゴール右に外れる。
　レイソルのボール保持する時間帯が長くなった30分には③番太田君が約３０メートルのロングシュートを
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